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家庭内機器の進化
 スマートホームを構成する家庭内機器の進化は機器単体の⾼機能化から、機器のネットワーク化

のフェーズに移⾏している段階。
 機器のネットワーク化が進⾏し、他の製品・サービスとの連携による⾼度化からプラットフォームへの

情報集約とデータのマルチユースへと更なる進化が⾒込まれる。

ス
マ

ト
ホ

ム

家電、
住宅設備
等の機器

健康・予防

エコキュート等の
⾃⼰学習・最適化

スマートメーターによる
電⼒使⽤量⾒える化

機器単独での
⾼度化

機器等のネットワーク化、
⾒える化、遠隔制御等 他の製品・サービスとの連携による⾼度化

プラットフォームへの情報集約とデータの相互利活⽤家庭内
エネルギー

第
４
次
産
業
⾰
命
に
お
け
る
再
編
の
軸エリア最適 広域最適

需要家リソース
利⽤

柔軟かつ効率的なエネルギー供給システム

・・・

HEMSを通じた
複数機器の制御

新たに
⽣まれる
機能・価値

①広域電⼒の
需給制御

①広域電⼒の
需給制御

①広域電⼒の
需給制御

①広域電⼒の
需給制御

④EVの系統
利⽤（蓄電）
④EVの系統

利⽤（蓄電）
③節電への
インセンティブ
③節電への
インセンティブ

①広域電⼒の
需給制御

①広域電⼒の
需給制御

③節電への
インセンティブ
③節電への
インセンティブ

④EVの系統
利⽤（蓄電）
④EVの系統

利⽤（蓄電）

⑤

⑨⑨

⑧設備監視・保安

⑦

⑥家庭間電⼒融通
（パリティ達成による）
⑥家庭間電⼒融通

（パリティ達成による）
①機器使⽤の

⾒える化
①機器使⽤の

⾒える化

⑦マスカスタ
マイゼーション化

⑦マスカスタ
マイゼーション化④健康サービスと

医療連携
④健康サービスと

医療連携

①①

②エネルギー

⾒える化

②エネルギー
利⽤の

⾒える化

②⾼度な⾒守り②⾼度な⾒守りエネルギー
スマートホーム

⑥個々の⽣活に
最適な広告

⑥個々の⽣活に
最適な広告

②⾒える化②⾒える化

⑧データプラットフォーム上
で様々なサービス提供

⑧データプラットフォーム上
で様々なサービス提供

②⾒守り

③宅配効率化
（不在情報活⽤）

③宅配効率化
（不在情報活⽤）

④健康情報
サービス

④健康情報
サービス

①① ②⾒える化②⾒える化

⑤⼩売（買物）
の⾃律的効率化
⑤⼩売（買物）
の⾃律的効率化

③地域の物流効率化
（予測の⾼度化）

③地域の物流効率化
（予測の⾼度化）

⑤⼩売（買物）
の⼀部⾃律化

⑤⼩売（買物）
の⼀部⾃律化

⑥機器等と広告⑥機器等と広告
の融合

製造（電機、住宅、住宅設備）、電気・ガス・⽔道（⼩売）、・・・等

関連する
産業

（例）

レベル4（データの相互利活⽤）

製造（蓄電池、EV）、情報サービス（アグリゲータビジネス、ネガワット取引）・・・等
⼩売、広告、警備、道路貨物運送、医療・介護・・・等

住宅・⽣活関連産業全般に影響拡⼤警備サービスや、⾃動注⽂等の先⾏
EV蓄電の利活⽤や節電ポイント等の
先⾏

スマートメータ（全⼾設置2024年）
情報の利活⽤の先⾏

レベル3（機器等の連携拡⼤）レベル1/2（現状）

電気・ガス（⼩売）、電気機械器具製造、建設・不動産賃貸（住宅）、・・・等

現在 2020年代半ば頃

企業間連携やデータ利活⽤、プラットフォーム化にハードルあり

（出所）：産業構造審議会 新産業構造部会 新産業構造ビジョン中間整理 2016年4⽉を基に作成

⼩売

物流

スマートホームでは、機器・サービスごとに様々な⾼度化が図られ、プラットフォームに統合
⇒ 各分野（⼩売、健康等）の⾼度化・課題解決が進展
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新たなプレイヤーの出現
 エネルギーデータに固執せず、スマートフォン等を介して得たデータを集約、ディープラーニング等によっ

て解析することで、より個⼈のニーズを先読みする“Context Awareness”技術が登場。単に
データを集めるのではなく、⼈の思考や⾏動パターンと結びついた形でデータを解析することで、次
に⼈が何を望むかを先読みし、新たな製品・サービス提供につなげるビジネスが⽣まれつつある。

 スマートフォン以外にも、GoogleやAmazon等が⾳声アシスタントデバイス（HomeやAmazon 
Echo）を介して、家庭内のコントロールタワーを巡る争いに参⼊している。（チップ埋め込み型、
仕様公開型など）

操作・UI層の台頭
・「音声認識」が新たなUIとしての地位を確立
・機器のon/offや省エネに関連しないサービス（音楽配信、

天気・スケジュール配信、ネット注文・検索等）との組み合わ
せがブレークスルーになる可能性。
・機器メーカとの「擦り合わせ」が必要になるため、1社独占
になりにくい可能性（機器メーカ以外が台頭しやすいか）。

機器メーカの新たな方向性
・あらゆる家電・機器がネット接続機能を有したSmart 
Deviceへ。
・加えて、機器の一機能として複数種類の「操作UI」を備
え付ける傾向が一般化する可能性。
・「操作UI」を介さない機器データの活用やその他データ

との連携を通じたサービス提供により、機器の付加価値
向上・差別化を図る方向へ。

接続プロトコル

Amazon
Alexa

接続プロトコル

Apple
HomeKit

接続プロトコル

その他
(Google,ST,MS)

機器（家電等）

接続プロトコル

物理層

機器関連
サービスクラウド

サービスクラウド
（⾳楽、天気、ネット注⽂）

機
器
層

サ
ー
ビ
ス
層

操
作
・UI
層

（コ
ン
ト
ロ
ー
ル
タ
ワ
ー
）

マイク・スピーカー

UI機器（ユーザとの接点）

（出典）産業構造審議会新産業構造部会（第12回）
資料６－１ 戦略分野(4)「スマートに暮らす」
（討議資料）【抜粋版】より
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競争の⽅向性
 従来は個々の機器の⾼機能化が、顧客の効⽤や満⾜度の向上に資するものであった。他⽅、家

電の機能は⼀定レベルまで達しており（例：⼈感センサー付きエアコン、お掃除ロボット等）、更な
る⾼機能化による差別化は⽐較的困難に。

 競争のポイントが機器の⾼度化から、ニーズの先読み（Context Awareness）へ移る中で、
同業他社や異業種間で機器・サービスのリアルデータを集約・共有・分析するが可能となる環境
を整備することで、顧客のニーズを先読みし、新たなサービス・製品に繋げることが重要に。

⼤規模HEMS情報基盤整備事業の成果と課題
（H26-H27）
 電⼒の⾒える化を⽬的とした機器間連携として、 HEMSを通じた情

報基盤の構築や、接続API、⼀定のデータ取扱いルールが整備された。
 他⽅、電⼒の⾒える化サービスが中⼼であったため、その他の既存サー

ビスとの連携や異業種による参⼊障壁を下げる取組みが課題。
 異なる機器メーカーとサービス事業者間の情報連携が可能になると、

宅内情報に付加価値がつき、サービス分野の広がりも期待される。 家庭（家電、センサー等）

サービス事業者
⾰
新
的
サ

ビ
ス
の

創
出
・
提
供

⽣
活
に
ま
つ
わ
る
様
々
な

情
報
の
提
供

家電リサイクル
リコール

エンタメ
⼦育て/テレワーク

セキュリティ
保険・メンテ

医療・健康
・介護

♪ …etc

エネマネ

少⼦⾼齢化 ⼀億総活躍 働き⽅改⾰ リコール対策 家電リサイクル 電⼒の⾒える化

社会課題の解決

⽣活に関わる機器データや機器以外のデータを組
合せ活⽤することで、買物⽀援、介護・育児⽀援、
働き⽅改⾰、エンターテイメント空間創出など、社
会課題や個⼈のニーズに対するサービス市場の拡
⼤が今後⾒込まれる領域

製品状態のリアルタイムでの把握等により、製品
安全の在り⽅や、モノの売り⽅そのもの（モノの
サービス売り）が⼤きく変⾰しうる領域

スマートスマート
ロック

サービス
民泊

サービス

スマート
エアコン
スマート
エアコン

サービス
見守り
サービス

買物支援
サービス
買物支援
サービス

健康
管理セキュリティ

ホーム
セキュリティ

テインメント
エンタ

テインメント

スマートスマート
照明

IP
カメラ

サービス
物流

サービス
遠隔家電遠隔家電
操作

宅内
センサ

スマートスマート
洗濯機

スマートスマート
冷蔵庫

スマートスマート
レンジ

ライフスタイルに
合わせたサービス

製品ライフサイクル
に関するサービス



２．Google社との取り組み
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D-サービスの開発
スタンダードD-room

CARADA 健康相談は、体や心の悩みを専門家にい
つでも何度でも相談できるQ&Aサービス。

１）健康に特化した多彩な専門家
２）緊急時にも安心の電話相談
３）カラダづくりのサポート！

CARADA 健康相談：@150円程度／Nest Hub対応予定

＋

《利用シーンイメージ》
■入居者メリット
● 乳幼児の具合が悪くなったときに話かけるだけで医
者からすぐ回答がもらえる

● 高齢者の病院へいく手間の症状を相談できる
● 相談した結果はNest Hubの画面で確認できる

■開始時期
● Nest Hub用開発（MTI社）終了後
   ※Google homeの音声相談は対応済

■検討：高齢者の相談内容などから要介護や
　　　　認知症の早期発見プログラム等の研究

健康相談サービス（MTI社）／医者と“繋がる”

0355648
テキストボックス



2017  |  Confidential and Proprietary

Hubを使ったDuo call

使用条件

● 居住者がスマートフォンを所有している
● 双方のスマートフォンにDuoアプリが入ってい

る
● 居住者：通話相手の音声・画像が見える
● 通話相手：居住者の音声が聞ける

使用条件

● 居住者がスマートフォンを所有している
● 双方のスマートフォンにDuoアプリが入ってい

る
● 居住者：通話相手の音声・画像が見える
● 通話相手：居住者の音声・画像が見える

使用条件

● 居住者がスマートフォンを所有している
● 双方のスマートフォンにDuoアプリが入ってい

る←なくて不要でしょうか（山本）
● 居住者：通話相手の音声・画像が見える
● 通話相手：居住者の音声・画像が見える

Nest Hub x スマホ Nest Hub Max x スマホ Nest Hub Max同士

高齢者向けD-room

0355648
テキストボックス



３．Google社との取り組み

当社とGoogle社が目指す世界観
Thoughtful Home = ちょっと気が利き、より快適になるよう提案してくれる家
例えば、「室内が寒くなってきたのでエアコンつけましょうか」と家が提案

⇒ニーズを先読みしてAIが提案する仕組み近い
将来

現在

現在のD-roomができることを動画でご紹介

１．Google home がある生活（アメリカ版）
２．D-roomでできること（2018年度版）
３．今後導入するGoogle Nest Hubのご紹介

※各動画は募集店の皆様へ共有致します！



４．IoT D-roomとは

検索・音楽視聴・スケジュール

LED（アイリスオーヤマ・Hue）
給湯器（リンナイ）

ロボット掃除機（ルンバ）
など連携多数

赤外線対応機器
（テレビ・エアコン・照明）

＋
温度・湿度・照度

センサー
＋

電力センサー

「IoT」を活用した次世代の賃貸住宅を推進！

大和リビング独自開発Google開発

「IoT D-room」＝ セキュリティ賃貸住宅に続く
D-roomブランディング戦略



３．IoT D-room構想

• IoT D-room構想

家電コントロール

睡眠環境提供

IoT事業推進

Google home miniと
マルチリモコンを連携し
エアコン・テレビ・照明
を音声でコントロール
スマホで外部からの操作
も可能

快適に眠れる環境をIoT
を活用して提供、
睡眠ベンチャーと連携し
睡眠改善ができ、仕事
効率化が実現できる部屋
として提供

D-roomの部屋と繋がる
IoTプラットフォーム上
で様々な周辺事業展開し
入居者様満足の向上を図るIoT電力事業

IoTを活用した電力の
見える化と外部からの
エアコン制御による
快適空間と同時に
節電ができる環境の提供

《



４．IoT事業推進案

IoT事業推進

IoTプラットフォーム上
で様々な周辺事業展開

業務効率 販売・サービス

両親と繋がる 入居者と繋がる

繋がるD-roomとして
両親と気軽にテレビ電話
IoTで両親や孫との距離を
縮める。
世帯数×2倍の販売数が
見込める。

入居者からの問合せ対応
をNest Hubで代用
音声対応（自動検索）等
Push機能で滞納督促、
入退去案内など営業所
効率化を実現

宅配BOXと連携した物販
（お弁当宅配等）や
データ活用からの住宅
マンション斡旋等
PUSH機能を活用して
販売・サービス展開

入居者同士のコニュニ
ケーションツール活用
不用品売買や婚活を
D-roomブランドで展開

Google
Nest 
Hub

健康相談サービスや高齢者見守り等IoTサービス展開の他、
下記のような事業展開を検討中



５．IoT電力プラン概要

新電力プランの最大のウリは「AI・IoT活用での新しい電力提供の形」
見える化以外のシステムは賃貸業界初の試みとなります

見える化

• 電力センサーデータ活用
電力センサー経由の使用データ実績×設定単価により、
昨日現在の利用金額を表示。
家電毎の電力料金も明示し、古い家電を買換案内。
（一般的な家電消費電力との比較⇒HeartOne mall促進）

• AIによる月末予測値を表示

• エアコン制御のレコメンド

• エアコン制御による電力削減

月末予測値 使用実績に応じ、AIが月末予測値を算出。
表示はこのままの使用状況だと「●●円」になりそうです。

省エネアドバイス
月末予測値に基づき、省エネアドバイスをアプリ上で行う。
特に夏・冬はエアコン制御レコメンドを実施。

エアコン制御 快適温度設定・エアコン制御プログラムの実施により
電力消費を抑える。

IoT電力プランはAI・IoTを活用による電気使用量の低減
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電力見える化の「経済価値」

◼ 電力みえる化により、「平均的なファミリー世帯で、年間約￥8,000節約！」。

※3~4人家族の平均が、年間¥136[千円] → 6%節電を想定

1

① 経済産業省の発表(H.24)

③ 「うちワケ」実証実験による実測結果（20世帯）

東京大学と共同で行ったモニター実証による平均削減効果は、

気温影響少ない春秋期間の前年同期比較で、平均-6.8％

② 環境省による調査報告書(H.22)

どれも、鍵となるのは、
「大物家電ごとの」 見える化！

Confidential



６．エアコン制御について

エアコン制御は本事業のノウハウ部分ではあるが、入居者メリットとして
制御プログラムを開示し、省エネプランであることをPR

また、熱中症アラートを配信することで熱中症予防にも活用いたします

熱中症対策

除湿モードの活用

立ち上がりの電力抑制
センサーからの温度に基づき、室温が快適温度
に達した時点でエアコン運転を快適温度に自動
設定し、無駄な消費電力を抑える。

温度・湿度・照度
センサー付

マルチリモコン

センサーからの
温度・湿度により
エアコン制御

各自の快適温度は
サーバーにて保持

センサーからの湿度に基づき、一定程度の湿度
を計測した場合、除湿モードで室温を下げる。
外出先からの帰宅時間設定時も除湿モードを
活用することで省エネ運転を実施する。

センサーからの温度・湿度に基づき、熱中症の
可能性のある値を計測した場合、アプリPUSH
で熱中症危険通知を配信し、入居者にエアコン
利用を勧める。（入居者安全対策）



７．できること＆入居者メリット

エアコン制御 見える化

省エネ
アドバイス

月末予測値

•各家電の使用料金
•時間毎・日毎・週毎・月毎の使用料金
•リアルタイムでの確認

快適なのに節電もできちゃう！
自分に合った心地よい部屋環境へ学習していきます！

•何を節電したらいいかが分かる
•節電意識があがる

•部屋別にAIによる算出

•生活費の見通しサポート
•節電意識があがる

•電気使いすぎアラート
•家電単位での注意アラート
•買い替え促進（HeartOne mall誘導）
•エアコン制御レコメンド

•軽い気持ちで節電
節約ができる
•強制ではない節電

•オリジナルプログラムによるエアコン制御
•快適温度の学習
•帰宅タイマーによる制御

•急激や余分な電力を削減できる
•自分にあった適温を学習させられる
•心地いいお部屋へ帰宅できる
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８．IoT D-room 空室募集について

新規入居：IoT電力プラン＋IoTパック付

IoT電力プランと同時にIoTパック導入により
IoT D-room促進を図る

入居者メリット
訴求・差別化

インターネット
Wi-Fi環境付帯

IoT電力プランで
省エネ効果

IoTサービス
享受

カンバニーズ
ブランディング貢献

IoT電力プランはインターネット環境付帯の空室募集から導入を開始
IoT設備を同時導入により、D-roomブランディング向上を図って参ります。
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navi募集文言サンプル例

IoT 賃貸住宅D-room！IoT電力プランで快適な暮らしを実現!!

ここが入居者様への訴求ポイント！

手間をかけなくても
知らず知らずのうちに
節電・節約が出来ている

ポイント１ ポイント２ ポイント３

その家庭に合った
それぞれの快適を
学習していく

IoTD-room独自の制御
プログラムで無駄な電力
消費を抑えるよう
エアコン機能を
コントロール!!

９．IoT D-room 空室募集について



【参考】入居者への見せ方
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【参考】入居者への見せ方
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[12月30日〜1月29
日]

・前回の検針日から
今日までの積算電気代を折れ線で表示

・今日までの積算電気代と
次回検針日時点の予測電気代を結び、
点線の直線で結ぶ

・今月の目標電気代を横線で表示
（＝先月の電気代×地域の季節変動指数）

・今月予想の線と背景/文字色について、
前年同月より10%以上高い場合は赤、
前年同月より5%以上高い場合はオレンジ
前年同月より高い場合は黄、
前年同月より同じ/低い場合は茶色とする
※前年同月がない場合は前月と比較

・前回の検針日から
次回の検針日前日までの期間について表示

・当月時のみ、「月の電気代」ではなく「電気代予想」を表示

・前回の検針日から7日間ごとに区切って、
次回の検針日前日までの期間の最大5週間の週ごとの電気代を表示

（当月の表示） （過去月の表示）

[12月30日〜1月29
日]

2018年12
月

今月予想
8,243 円

今月予想
7,243 円

今月予想
9,243 円

今月予想
6,243 円

【月末予測】

【参考】入居者への見せ方



・当月の電気代/家電ランキングの電気代は、
前回の検針日から今日までの積算電気代を表示
・対象期間について画面内に小さく表示

・今月の電気代予測が前年同月比を超えそうな場合は家にアラートマークを表示し、
電気代予測の500円単位での切り捨て値を超えそう、と吹き出し表示を行う
・吹き出し、アラートマークをタップすると、当月の月タブ画面へジャンプ
・前年同月のデータがない場合は、前月比を元にアラートを表示
・アラートの色は、超過度合いに応じて変化する

・アラートと合わせてスマホPUSH通知にてエアコン制御（快適温度調整）の許諾を
入居者へ通知。許諾を得た入居者にはエアコン制御を実施し省エネ促進を図る

[12月24日〜1月23日]

【省エネアドバイス&エアコン制御】

電力センサーから取得したデータを基に、家電毎の
電流波を分解することにより、家電毎の使用料金も
表示することができる。
一般的な家電消費電力との比較することで、
古い家電を買換案内。⇒HeartOne mall促進を図る

また、合わせてエアコン等の電流波をチェックする
ことにより、異常値を発見し「故障予知」にも
データ活用することが可能となる。

【HeartOne mall促進】
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【参考】入居者への見せ方
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【参考】入居者への見せ方
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【参考】入居者への見せ方
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エアコン操作はアプリ以外にもGoogle home miniへの音声による操作でも
可能となっており、顧客利便性を高めています

エアコンを
つけました

温度を
下げました

温度を下げたい場合
「暑い」「ちょっと暑い」と
Googleに呼びかけてください

使い続けるとご自身の
「快適温度」を記録し

自動的にその温度になります

【参考】入居者への見せ方
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【参考】睡眠前後のIoTサービス／アンドロイドのみ・iOS対応中

スマホのセンシング情報と当社IoT機器を活用した睡眠快適プログラムを設計
D-roomにおける快適睡眠環境の提供を実現する

将来的には“睡眠改善ができる部屋”として法人展開を視野に推進する
SONYのIoT技術活用

入眠検知（スマホ）で
電気を自動OFF

エアコン制御で快適空間

LED調光・調色
ささやき音楽

起床検知で家電ON
２度寝アラート等

リラックス音楽
入浴や就寝アラート
照明調光など

①目覚ましサウンド
※最新の睡眠科学に基づいた
心地よい目覚まし

②就寝時リラックスサウンド
③おやすみ時報・おでかけ時報
④睡眠結果レポート
※Lifelog搭載のスマホセンサーによる
睡眠時間推定技術

入眠
準備 就寝

中

機器連動
開発中

起床

睡眠データの収集・ビックデータ活用
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【参考】IoT D-roomを実現する技術

電力センサーから取得できる家電使用
情報から『ライフスタイル』を把握



0

【参考】IoT D-room将来図／設備編

ドアホン（Nest Hello）+ Nest Hub
次世代ドアホンとして採用予定、
Wi-Fi対応で、動作検知で自動録画、
来客はスマホ/Nest hubで対応可能
※オートロックなし物件のセキュリティ強化対応
※置き配達普及の盗難防止対応

大和リビングオリジナル宅配BOX
入居者追加契約による“パーソナルBOX化対応”
宅配会社から“予約可能”とするオリジナル宅配BOX
アンドロイド端末を備え、今後の様々な事業展開の
ハブ／中継基地として活用していく予定

Pana
アイホンと
連携協議

Google Nest Hub
Google home miniに変わる
IoT中核デバイス（画面付）
機器コントロール以外に高齢
者対応や健康サービス展開

セキュリティカメラ（D.U-NET社）
クラウド利用型防犯カメラ、画像データは１ヶ月分
クラウドに格納され、スマホ等でチェック可能

IoT電力用セット
電力センサ＋IoTパック
電力データ計測+見守り等
IoTデータ収集用センサーに
IoTパック機器制御で
エアコン省エネ化
部屋自身が快適な環境を学習

スマートロック／D-room MASTER
通信はしないが空室/入居モードを備え
従来のカギ運用の改善、また将来のセルフ
内見等業務改善の「カギ」となる。


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	IoT D-room.pdf
	スライド番号 1


